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日
頃
よ
り
、
公
立
刈
田
綜
合
病

院
を
ご
支
援
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
院
が
公
設
民
営
に
移
行
し
て

か
ら
地
域
医
療
を
支
え
る
拠
点
と

し
て
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
当
院
の
理
念
で
あ
る「
思
い
や

り
の
あ
る
良
質
で
信
頼
さ
れ
る
医
療
」を
基
盤
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
よ
う
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

○
病
床
稼
働
率
の
さ
ら
な
る
向
上

　
現
在
、
病
床
稼
働
率
は
約
80
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
地
域
医
療
の

充
実
に
直
結
さ
せ
る
べ
く
、
診
療
体
制
や
患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

○
外
来
透
析
通
院
の
無
料
送
迎
体
制
の
強
化

　
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
通
院
で
き
る
よ
う
、
無
料
送

迎
体
制
を
拡
充
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
通
院
の
負
担
を
軽
減
し
、
治
療
の
継

続
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

○
リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
強
化

　
リ
ハ
ビ
リ
職
員
を
昨
年
の
14
名
か
ら
30
名
へ
と
倍
増
さ
せ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
体
制
を
大
幅
に
強
化
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と
生
活
の
質
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

○
医
療
従
事
者
の
確
保
と
職
場
環
境
の
改
善

　
医
師
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
に
加
え
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
医
療
に
専
念
で
き
る
体
制

を
築
い
て
い
ま
す
。

　
課
題
も
多
い
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
が
私
た
ち
の
原
動
力
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
支
え
る「
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
」と
し
て
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
り
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
仁
誠
会
に
よ
る
指

定
管
理
が
始
ま
り
１
年
９
カ
月
が

た
ち
ま
し
た
。
以
前
と
比
べ
る
と
、

病
院
も
明
る
く
な
り
、
救
急
患
者

も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
病
床
稼

働
率
も
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
支
え
る
べ
く
、
職
員
一
丸
と
な
り
毎
日
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
現
在
は
少
子
高
齢
化
の
た
め
に
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
み
や
ぎ
県
南

中
核
病
院
や
仙
南
地
区
の
医
師
会
と
密
接
に
連
携
を
と
り
、
包
括
的
な
地
域
医
療

の
確
保
の
た
め
に
、
当
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　
今
年
の
干
支（
え
と
）は
乙
巳（
き
の
と・み
）で
す
。
干
支
の「
支
」の
字
は
十
二

支
の「
支
」で
あ
り
、12
種
類
の
動
物
か
ら
な
り
、今
年
は
ヘ
ビ「
巳
」年
で
す
。
一
方
、

干
支
の「
干
」の
字
は「
十
干（
じ
っ
か
ん
）」と
言
っ
て
、甲（
こ
う：き
の
え
）、乙（
お

つ：き
の
と
）、
丙（
へ
い：ひ
の
え
）、
丁（
て
い：ひ
の
と
）と
10
の
順
番
を
表
す
数

値
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
干
支
で
、
今
年
は
乙
巳（
き
の
と・み
）と
な
る

よ
う
で
す
。
乙
は
草
木
が
く
ね
り
な
が
ら
も
し
な
や
か
に
成
長
し
て
広
が
っ
て
い

く
こ
と
の
象
形
文
字
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、
ヘ
ビ
は
医
療
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
よ
く

使
わ
れ
、
脱
皮
し
な
が
ら
成
長
し
、
再
生
と
治
癒
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
た
干
支
で
あ
る
乙
巳
は
、
変
化
を
恐
れ
ず
に
新
し
い
こ
と
を

始
め
、
困
難
な
状
況
で
も
成
長
を
続
け
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

刈
田
病
院
も
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新 年 の ご 挨 拶

院　長

今
いま

　村
むら

　　　豪
たけし

医師

特別管理者

伊
い

　藤
とう

　貞
さだ

　嘉
よし

医師
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
指
定
管
理
開
始
か
ら

早
い
も
の
で
１
年
９
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
９
カ
月
は
今
村
豪
院

長
、
伊
藤
貞
嘉
特
別
管
理
者
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
ゼ
ロ
か
ら
歩
ん
だ
激

動
の
１
年
９
カ
月
で
し
た
。

　
閉
鎖
同
然
で
あ
っ
た
各
種
健
診・子
宮
頚
が
ん
検
診
の
実
施
、
整
形
外
科
手
術

の
再
開
、
総
合
診
療
科
の
開
始
、
不
足
し
て
い
る
医
療
従
事
者
の
募
集・採
用
な

ど
課
題
は
山
積
み
で
し
た
。

　
ま
た
、『
刈
田
病
院
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
』と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い

る
職
員
に
い
か
に
応
え
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
一
番
の
悩
み
で
し

た
。

　
全
て
の
問
題
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
職
員
の

声
に
耳
を
傾
け
、
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
こ
う
と
思
い
、
今
ま
で
実
践
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
病
院
全
体
の
結
果
と
し
て
は
、
指
定
管
理
開
始
の
令
和
5
年
4
月
1
日
の
病
床

利
用
は
78
床
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、『
断
ら
な
い
医
療
』の
実
践
で
現
在
で

は
140
床
を
超
え
る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
何
よ
り
も
近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ま
よ
り『
刈
田
病
院
が
明
る
く
な
っ
た
』

『
職
員
さ
ん
が
親
切
で
や
さ
し
く
な
っ
た
』と
の
お
声
を
頂
け
る
が
一
番
の
喜
び
で

あ
り
、
誇
り
で
す
。

　
令
和
7
年
度
は
、
休
床
し
て
い
る
病
床
を
再
開
し
、
さ
ら
に
住
民
の
皆
さ
ま
に

安
心・安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
刈
田
病
院
を
職
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

統括部長

稲
いな

　田
だ

　義
よし

　範
のり

内
　
科
　
　
菅か

ん
　
野の

　
孝た

か
　
幸ゆ

き
　
医
師

師
紹

新

介

任

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
内
科
に
着
任
し
ま
し
た
菅
野
孝
幸
で
す
。
こ
れ
ま
で
東

京
～
北
海
道
ま
で
様
々
な
地
域
に
赴
任
し
、
１
次
救
急
か
ら
３
次
救
急
、
往
診
、

健
診
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
病
院
ま
で
様
々
な
か
た
ち
で
医
療
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
の
春
、
久
し
ぶ
り
に
地
元
の
宮
城
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
い
医
師
が
た
く
さ
ん
居
り
ま
し
た
が
、
こ
の

刈
田
綜
合
病
院
も
例
外
な
く
と
て
も
良
い
先
生
ば
か
り
で
す
。

　
内
科
系
、
外
科
系
な
ど
の
診
療
科
の
枠
を
超
え
て
、
お
互
い
協
力
し
な
が
ら
、

患
者
さ
ま
を
診
療
し
て
い
く
姿
勢
に
、
日
々
助
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
病
院
同
士
の
役
割
分
担
も
あ
り
、
全
て
の
患
者
さ
ま
に
十
分
な
対
応
が
で
き

ず
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
の
医
療
機
関
や
開
業
医
の

先
生
方
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
師
や
看
護
師
以
外
に
も
、
様
々
な
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ま
に
関
わ

り
チ
ー
ム
医
療
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
病
院
の
一
員
と
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

医
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病 院 の 今
当院の総合内科には、日々多くの患者さまが来院されます。

でも、内科と総合内科って何が違うの？と疑問に感じたことはありませんか？

今回は、総合内科についてご紹介したいと思います。

❖多様性 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――
総合内科の大きな特徴は患者さまの多様性です。
目や皮膚への異常があれば、眼科や皮膚科を受診されると思います。
でも、咳が続く、なんとなくだるい感じがする、食欲がないなど、どの診療科にかかればいいのか
わからないという場合もあるのではないでしょうか。
そんな多種多様な症状の患者さまのはじめの相談窓口として機能しています。

❖診察、治療 ―――――――――――――――――――――――――――――――――
内科は、循環器内科や神経内科、腎臓内科などと専門分野で細分化されているのが一般的です。
先生も得意とする分野を中心に診察します。
総合内科は、診断のプロとしてそれぞれに専門の分野を持ちながら、加えてその分野に関わらず、
患者さまの状態を全体的、包括的に診察していくことができます。

❖連　携 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――
総合内科では、複数の症状を総合的に判断できる利点があります。
当該科のみで継続して診察、治療をしていければいいのですが、ご相談頂いた結果、更なる検査や
治療を必要とする場合や専門性の高い病気が見つかった場合などには、様々な連携のもとでそれぞ
れの患者さまに合った診断、治療を行っていきます。

❖予　防 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――
健康診断で異常を指摘された場合に、予防医学の観点からも総合力を活かして、診察、治療するこ
とができます。

総合内科のススメ。
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病 院 の

「病床稼働率」、「救急患者受入数」の増加。
こんな記事を広報紙で紹介したのが去年の９月でした。
そして、医療法人仁誠会となって３年目となる令和７年を迎えました。

当院では特徴の１つとして入院されている患者さまが一定の治療を終えてから、普段の生活に戻るま
での準備期間を医療者と患者さま自身とで一緒に計画しています。これは、退院後の生活を快適に過
ごして頂くためです。

そのために、医療部門、看護部門、医療相談室、地域連携室、それぞれが一体となって患者さまにとっ
てよりよい療養環境となるよう目指しています。

看護部門では、常に患者さまの流れを把握し、スムーズな入退院やケアに努めています。看護師間は
もちろんのこと、医師や他部門との密な連携、それぞれのスキルや経験を発揮することで患者さまの
総合的なケアに大きく貢献しています。
　
当院は３次救急や高度救急救命施設ではありません。いつでも何でも揃っているとも言い切れません。
そんな中で様々な患者さまに対応すべく、他の病院や近隣施設との連携や役割分担を行っています。
また、救急対応についても引き続き尽力してまいります。

３年目の看護師事情
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仲間が増えました！仲間が増えました！
FromFrom フィリピン フィリピン

令和６年12月２日より健康保険証の新規発
行が終了しマイナ保険証（健康保険証の利
用登録をしたマイナンバーカード）で医療
機関等を受診する仕組みに移行しました。
今回は令和６年12月２日以降の受診方法に
ついてお話します。

❶「資格情報のお知らせ」
　すべての加入者に送られる書類で、加入者自身の資格情報が確認できます。
　�オンライン資格確認等システムを導入していない医療機関等の場合に、マイナ保険証とともに
提示することで受診できます。
　※「資格情報のお知らせ」だけでは健康保険証として使えませんのでご注意ください。

❷「資格確認書」
　�マイナンバーカードを取得していない方や、マイナ保険証として利用登録していない方に、送
られます。現行の健康保険証の有効期限が切れる前に届きます。様式や有効期限などは保険者
によって異なりますので、加入している医療保険者からの情報をご確認ください。

❸健康保険証
　�発行済みの健康保険証は、令和７年12月１日まで最長１年間は従来通り使用できます（経過措
置期間）。

マイナ保険証には、データに基づきより良い医療が受けられる、手続きなしに限度額以上の
窓口負担が不要になる、確定申告時に医療費控除が簡単にできるなどのメリットがあります。
利用登録は当院等の医療機関やセブン銀行のATMでもおこなえます。これ以外にも日常生
活の中でマイナンバーカードを利用するシーンが増えています。この機会に、少しずつ使い
方を覚えていきましょう。

一昨年の12月に入った3人から10人に増えました。
彼らは、あらかじめ知り合いだったというわけではありません。

性別、年齢、これまでの経歴もばらばらです。
白石に来てからは、市役所や銀行に行ったり、研修を受けたりと慣れない環境下で

過密なスケジュールをこなした上で、看護助手の業務に就いています。
職種を問わずみんなで協力し、切磋琢磨しながら頑張っています！

マイナ保険証始まってます!!社労士に
聞いてみた

！
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仲間が増えました！仲間が増えました！

～医者でなかった頃のはなし～
伊
い

　藤
とう

　貞
さだ

　利
とし

　医師いしゃべり

Interview

―― 先生は、サラリーマンを経て医者になられたと伺いました
が？

はい。もともとは法学部を出て不動産会社で働いていました。

―― 異色ですね～、サラリーマン時代はどんなことをしてたんですか？
入社１年目は営業、２年目からは不動産流動化の仕事に携わってました。

オフィスビルの建設とか、テナントを誘致して賃料収入を得る仕組みを構築。
そのビルを金融商品としてファンドや年金機構などに販売する事業のマネージ

メントからコーディネートをしていました。

―― う～ん、難しい。達成感ってどんなところにありましたか？
担当していた案件の規模が、数十億円から数百億円にもなる大きなものだったので、多

くの利害関係者を調整しながら進めるプロジェクトにはやりがいがあったし、完成したビ
ルが街の一部として機能しているのを目にした時に、達成感がありました。 

―― 自分の作ったものが未来に残せるって素敵ですね！そんなやりがいのある仕事を辞めて医
者になったのは、何がきっかけだったんですか？

勤めてた会社が倒産しました。
2008年サブプライムローン問題やリーマン・ブラザーズの倒産で、不動産市場もかなりのあおりを受
けてしまって。 

―― そんなことがあったんですね。大変でしたね。
でも、会社が倒産した後、デューデリジェンス（適正評価手続き）に関わる業務を経験する機会があって、
企業倒産の舞台裏を直接目の当たりにたことで、自分のキャリアにとって非常に貴重な知見を得るこ
とができました。で、その後に外資系投資銀行の日本法人で採用される予定だったんだけど、世界経
済の悪化で、3か月間も日本法人で最終面接を繰り返したのですが、ニューヨーク本部での最終承認が
得られなくて結果として採用は取り消しになりました。

―― 先生は英語が堪能ですし、銀行に勤めてたら世界を股にかけるバンカーになってたってことです
か？かっこいいですね。これって何歳の時ですか？
25歳でした。経済の波に翻弄される経験を経て、自分の人生について深く考えるようになりました。
それで、退職後に医学部へ編入することを決断して、現在の道を歩んでます！

―― 苦労からも確実に何かを得る、糧にする。見習いたいです。常に厳
しい世界に身を置き、医師という肩書き以外も経験されている先生だか
らこそ、出来る医療があるのですね。
職員である私も診てもらってます！有難うございます。
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※診察開始時間は診療科により異なります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和７年１月１日

診　療　科 曜日
受付時間 月 火 水 木 金

外　
　
来　
　
１

内　
　
　
科

総 合 内 科
8：30～ 11：30

渡辺　　正 櫻井　正浩 渡辺　　正 尾股　　慧 櫻井　正浩

東北医科薬科大学医師 木野　智重 尾股　　慧 木野　智重 竹井　孝文

13：00～ 16：00 菅野　孝幸 菅野　孝幸 佐藤　峻行 竹井　孝文 佐藤　峻行

腎臓内科・内科 8：30～ 11：30 伊藤　貞利 伊藤　貞利 伊藤　貞嘉 伊藤　貞嘉 −

免疫膠原病科 13：00～ 16：00
（第２・４水曜日） − − 城田　祐子

（東北医科薬科大学） − −

呼 吸 器 科 8：30～ 11：30 − − − 大島　謙吾 −

消
化
器
科

消 化 器 科 8：30～ 11：30 佐藤　　匡
東北医科薬科大学医師 

佐藤　　匡 佐藤　　匡
佐藤　　匡

佐藤　　匡 仙台厚生病院医師

糖 尿 外 来 8：30～ 11：30 − − − 東北医科薬科大学医師
（糖尿外来・氏家） −

神 経 内 科 8：30～ 11：30 − − 望月　　廣 東北大学医師 −

外　
　
来　
　
２

外 科
8：30～ 11：30 − 佐藤　　馨

（東北医科薬科大学）東北医科薬科大学医師 東北医科薬科大学医師 東北医科薬科大学医師
13：00～１6：00 − −

整　
形　
外　
科

整 形 外 科

8：30～ 11：30
予約制 遠藤　寬興 小川　真司

小川　真司
遠藤　寬興 小川　真司

遠藤　寬興

13：30～ 16：00
（手術等に応じて可能な範囲で対応） 常勤医 常勤医 常勤医 常勤医 常勤医

膝専門外来
金曜日13：30～ 16：00
4 週月　第 1・3・4
5週月　第 1・3・5

− − − − 柏葉　光宏

スポーツ外来 金曜日14：00～ 16：00
奇数週（第 1・3・5） − − − − 永元　英明

外　
　
来　
　
３

小　
　
児　
　
科

一 般 外 来
9：00～ 11：30 − 松田　　直 − 松田　　直 −

13：00～ 16：00 − − − 松田　　直 −

発達支援外来
8：30～ 11：00
13：30～ 15：30
予約制　※ 1

（新患）
松田　　直 − （再来）

松田　　直 − −

予 防 接 種 予約制 松田　　直 − 松田　　直 − −

乳 児 健 診 予約制 松田　　直 − 松田　　直 松田　　直 −

※日曜日　8：30～ 11：30、13：00～ 16：30　受診される場合は病院にご連絡ください。
※ 1　発達支援外来は完全予約制です。受診を希望される方は病院へご連絡ください。

耳 鼻 咽 喉 科
8：30～ 11：30 柳川　明弘

柳川　明弘 柳川　明弘
柳川　明弘 −

14：00～ 16：00
（新患は 14：00～ 15：30） − − −

眼 科 8：30～ 11：30
（完全予約）

東北大学医師
（PM手術・眼注） 東北大学医師 東北大学医師 東北大学医師�

（PM診察・眼注） 東北大学医師

外
来
４

皮 膚 科 8：30～ 11：30 − 工藤　和浩 工藤　和浩 工藤　和浩 −

泌 尿 器 科 10：30～ 11：30 − 蓮田　精之 − 森　偉久夫 森　偉久夫

婦 人 科 8：30～ 11：00 圓谷　　隆 − 武田　信彦 − −

※�令和７年１月１日予定のものです。時間等については変更となる場合がありますので、詳しくはホームページをご確認ください。 
刈田病院ホームページ ： http://www.katta-hosp.jp

外来診療担当医・受付時間のご案内
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